
我々は、こういう構造をしている細胞からなっている複雑系で、
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今、血管だけを書きます。神経はちょっとすっ飛ばしていますが、

28



血管で、燃料が来て、廃棄物が出るというようなところで、この系でシグナルは、体の
場合はほぼすべて物質です。ですから、シグナル分子が合成されて出されて受け取
る。ここに受容体がある。長距離がホルモンで、近距離が主に神経みたいなことで考え
られる。
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エネルギー源、酸素が途絶えると、
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皆さん５分ぐらいで死んでしまうと思うのですが、
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これを一酸化炭素に置き換えれば似たようなものですね。
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これで一酸化炭素中毒、急性毒性。エネルギーができないときは、という話になる。
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34



合成が止まると、主に慢性のことが起こるでしょうし、
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36



廃棄物を捨てられなくなった場合も慢性的だと。
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38



神経はここですね。外からシグナル分子の作用を邪魔するものは、麻痺の場合はア
キュートになります。実際には複合する。
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神経についてもう少し言うと、

40



神経細胞のシナプスとスパインはほぼイコールだと思っていいと思うのですが、お隣
の細胞は、染まってないだけで実際にはあるわけです。
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距離が20nmで、およそ1/1,000秒のハイスピードで信号のやりとりをしていますが、こ
こも受容体です。

42



ふぐ毒が有名で、筋肉が動かなくなる。この場合は、意識は正常なんですね。ですか
ら窒息してしまう。

農薬のほうは、神経細胞を刺激したり抑制したりということになります。過剰刺激。で
すから、麻痺の場合も起こる。
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そういうことで、シグナルとは何だろうと考えるのですが、シグナルで悪さをする典型
は何だろうと。
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これは小児科のお医者さんも例にとっていたので、例としては間違いではないと思う
んですが、これは81年のノーベル賞です。ここに書いてあるのですが、子供の白内障
の患者さんは、レンズを交換しても目が見えないんですね。それを参考に、子供のサ
ルのまぶたを片方縫って、大人にしてまぶたを開放したときに、そちらの目はもう見え
ない。そのときに脳の後頭葉の視覚野の構造が変わってしまっていて、目を閉じてい
たほうの景色を受け取るニューロンの幅がもうないんですね。
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これは形態覚遮断弱視、これは人間でも有名でして、２歳以下の子供に２日以上眼
帯をすると弱視になりますよと。これは大人にやっても何も起こらないわけです。御存じ
のとおり、大人の白内障の患者さんは、もともと見えていた人が見えなくなるので、レン
ズを交換すると、患者さんは目が見えると言って喜ぶわけですが、成長期の子供の場
合は脳の構造が変わってしまう。これは臨界期が存在します。網膜からの輪郭刺激が
行かないだけで脳の構造が変わるという話です。ですから、ある意味、ピュアなシグナ
ル、細胞を殺すような処置は一切していません。シグナルだけで脳の構造が変わる。
これをピュアなシグナルトキシシティの代表として挙げることができるかもしれない。
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